
ジョイントスペーサー︓2枚   マウントピース︓1個● ●





信号設定

本製品は納まりや勝手の都合により、錠の操作と信号の種類が合わなくなる場合がございます。

施錠時に【00】、解錠時に【80】の信号を発信するようにする為、扉に取付ける際には
必ず下記の指示の通りに調整を行ってください。

①レバー（ツマミ）を解錠時の状態にします。

　※施解錠時のレバー（ツマミ）の状態は、使用する錠ケース及び納まりによって異なります。
　　必ず確認を行ってください。

　角芯を角芯差し込み部に10mm程度差し込んでください。（かるく角芯を回転させた際にレバーが動かない程度）

②10mm程度差し込こんだ角芯を回転させてください。

　この際、角芯の動きに連動してレバー（ツマミ）が回転しないように注意してください。

　（角芯を差し込み過ぎると、レバー（ツマミ）も連動して回転します。）

　角芯差し込み部の突起を横一列にします。

③角芯を奥まで差し込みます。

●突起が縦一列の場合

 【00】の信号（施錠信号）
  が発信されます。

●突起が横一列の場合

 【80】の信号（解錠信号）
  が発信されます。



Dt=36以上38未満

適応扉厚

Dt=38以上40未満

t=4.0を1枚使用Dt=40

アダプター用スペーサー 扉厚調整スペーサー

t=3.0を1枚使用

t=4.0を1枚使用 使用

不要

不要

取付方法B用 扉厚対応表

取付方法B（LF錠）

シリンダーカラーを反時計方向に回し緩めて下さい。
『Clavis』刻印が上にくるようにし、錠ケースの切欠きにシリンダーの突起を合わせて差し込んで下さい。※1
扉厚対応表を確認し、アダプター用スペーサーをマウントピースにセットして、

マウントピース組立ネジ（別途）で取付ブラケットに取付けしてください。扉厚調整スペーサーは必要に応じて使用してください。

取付ブラケットにジョイントスペーサーを重ね、ジョイントスペーサーの上からシリンダー取付ネジ（別途）で

シリンダーを固定して下さい。ジョイントスペーサーは皿穴が横一列になるようにしてください。

シリンダー固定後、補助固定用穴から「固定ネジ（別途）」で取付ブラケットを扉に固定してください。※2

レバー（ツマミ）は解錠状態の向きに調整し、角芯を差し込んで取付ブラケットにはめ込んでください。※3
サムターンエアーと取付ブラケットを組立ネジBで固定してください。

取付方法A（CD,LC,FD,FJ錠）

　　　 ※（MIWA：FG,LA錠【錠ケースのみ対応可能、表示器は対応不可】）

錠ケースにフロントが取り付いている場合は、フロントを取り外してください。
扉厚対応表を確認し、アダプター用スペーサーをアダプターにセットして、アダプター組立ネジで
取付ブラケットに取付けしてください。扉厚調整スペーサーは必要に応じて使用してください。

表示付非常解装置、アダプターを錠ケースに差し込み、抜止ピンで止めてください。
表示付非常解装置は『Clavis』刻印が上に見える向きで取付けしてください。※1

抜止ピンで固定後、「固定ネジ（別途）」で取付ブラケットを扉に固定してください。※2

レバー（ツマミ）は解錠状態の向きに調整し、角芯を差し込んで取付ブラケットにはめ込んでください。※3
サムターンエアーと取付ブラケットを組立ネジBで固定してください。
フロントをフロント取付ネジで取付けてください。

※1 別途、錠ケースの取付説明書もご参照ください。

※2 取付けの際、アダプターだけでは本体の取付けが不安定な場合に、
　  補助固定用穴を使用し、別途固定ネジを用いて追加固定してください。
　  推奨固定ネジ（別途）：呼び4×8 十字穴付皿タッピンネジ
※3 信号設定参照

Dt=36以上38未満

適応扉厚

Dt=38以上40未満

t=2.0、3.0を1枚ずつ使用Dt=40

アダプター用スペーサー 扉厚調整スペーサー

t=4.0を1枚使用

t=2.0、3.0を1枚ずつ使用 使用

不要

不要

取付方法A用 扉厚対応表

部品名

M5×40（D8）十字穴付皿小ネジシリンダー取付ネジ

品番 備考

取付方法B用 別途部品表

マウントピース組立ネジ M3×10 十字穴付皿小ネジ

2本使用

2本使用

※1 別途、錠ケースの取付説明書もご参照ください。
※2 取付けの際、アダプターだけでは本体の取付けが不安定な場合に、
　  補助固定用穴を使用し、別途固定ネジを用いて追加固定してください。
　  推奨固定ネジ（別途）：呼び4×8 十字穴付皿タッピンネジ
※3 信号設定参照



取付方法C（MIWA：POSTE錠）

シリンダーカラーを反時計方向に回し緩めて下さい。

『MIWA』刻印が真横にくるようにして、シリンダーを差し込んで下さい。※1

マウントピースを取付ブラケットにセットし、マウントピース組立ネジ（別途）で取付けしてください。

取付ブラケットにジョイントスペーサーを重ね、扉厚対応表を確認して、マウントピースの下に
アダプター用スペーサーをセットしてください。扉厚調整スペーサーは必要に応じて使用してください。

ジョイントスペーサーの上からシリンダー取付ネジ（別途）でシリンダーを固定して下さい。
ジョイントスペーサーは皿穴が縦一列になるようにしてください。

シリンダーカラーを時計方向に回し扉厚の調節を行って下さい。

シリンダー固定後、補助固定用穴から「固定ネジ（別途）」で取付ブラケットを扉に固定してください。※2

レバー（ツマミ）は解錠状態の向きに調整し、角芯を差し込んで取付ブラケットにはめ込んでください。※3
サムターンエアーと取付ブラケットを組立ネジBで固定してください。

取付方法D（SL-10）

SLB-20（別途）の取付け座にジョイントスペーサーを1枚セットします。タップ穴を縦一列にしてください。

扉厚対応表を確認し、必要に応じて扉厚調整スペーサーを使用してください。

取付ブラケットにジョイントスペーサーを1枚重ね、ジョイントスペーサーの上から表示取付ネジ（別途）で

取付け座にセットしたジョイントスペーサーのタップに固定してください。表示板とカバーを取付け座にセットしてください。※1

固定後、補助固定用穴から「固定ネジ（別途）」で取付ブラケットを扉に固定してください。※2

レバー（ツマミ）は解錠状態の向きに調整し、角芯を差し込んで取付ブラケットにはめ込んでください。※3
サムターンエアーと取付ブラケットを組立ネジBで固定してください。

Dt=36以上38未満

適応扉厚

Dt=38以上40未満

t=4.0を1枚使用Dt=40

アダプター用スペーサー 扉厚調整スペーサー

t=3.0を1枚使用

t=4.0を1枚使用 使用

不要

不要

取付方法C用 扉厚対応表

部品名

M5×40（D8）十字穴付皿小ネジシリンダー取付ネジ

品番 備考

取付方法C用 別途部品表

マウントピース組立ネジ M3×10 十字穴付皿小ネジ

Dt=36以上38未満

適応扉厚

Dt=38以上40未満

-Dt=40

アダプター用スペーサー 扉厚調整スペーサー

-

- 使用

不要

不要

取付方法D用 扉厚対応表

部品名

表示取付ネジ

品番 備考

M4×50 十字穴付皿小ネジ

取付方法D用 別途部品表

2本使用

2本使用

2本使用

※1 別途、錠ケースの取付説明書もご参照ください。

※2 取付けの際、アダプターだけでは本体の取付けが不安定な場合に、
　  補助固定用穴を使用し、別途固定ネジを用いて追加固定してください。
　  推奨固定ネジ（別途）：呼び4×8 十字穴付皿タッピンネジ
※3 信号設定参照

※1 別途、錠ケースの取付説明書もご参照ください。

※2 取付けの際、アダプターだけでは本体の取付けが不安定な場合に、
　  補助固定用穴を使用し、別途固定ネジを用いて追加固定してください。
　  推奨固定ネジ（別途）：呼び4×8 十字穴付皿タッピンネジ
※3 信号設定参照


